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⼀番⾝近な⼈の死で学んだこと
   昭和38年、�から57年前に�が�業しました。しかし、�

が23歳のときに�が�くなりました。⼀���な�が�くな

る��で、『�は�ぬんだ』ということを��し、�の�在

の⼤きさ、有り�さを知り、⾃�もそういう在であらねばな

らないと�く思うようになりました。�どもは女・男・女と

３�いますが、��てには�重に向き�っています。

家族を⼤事にしないと仕事もできない
� �が従業員にも重々�えているのは、『��との時間を⼤切

にすること』です。ご��のお�⽣⽇には必ず�時で�らせま

す。そして⼤切なのは、必ず〝��から�どもに向けて〟

『◯◯ちゃんおめでとう。あなたはパパとママが�き同⼠で⽣

まれてきたんだよ』と愛情をもって�葉にして�えること。

そして、夫�が仲良くいること。そのためには、�さんにいつ

も��を�葉で�えることです。�どもを�めるのは女性だけ

ですから。男は�いません。

恩師から学んで今の私がある
� このことを、某��看�の先⽣から�びました。�の�師

です。しつけは、おしつけであること。�は24時間�ども

と⼀�にいて怒ってしまうから、�が成�しているところを

�めてあげるということ。�った�は覚えていなくても、�

われた�はずっと�に�ってしまう…�葉がどれだけ⼤切な

のかということ。男性と女性の�い。 �当に沢�のことを

�び、向き�ってきたお�で、�の�があります。�も�さ

んと仲良し。��でも従業員に�して、同じベースの⾃�で

向き�っています。 そのお�で、�が��って�ててくれ

た��を�いでからもずっと�けてこられているのだと思い

ます。 

努⼒なしには認めてもらえない。
�   �⼒せずに、�して�められようというのは、�間�に

�りません。�く情�を得るにも、知ってもらうにも、ま

ず⾃�から動かないと。ご�はすごく⼤切にしています。

 ビジネス��なしにまず�として、どんどん沢�の�に

��って、そこで�んな気づきを得てほしい。まず、僕の

ことを�きになってもらうには、僕がそういう�間になら

ないと。ファンづくりやね。�きになったでしょ�笑

ーーーそう笑�で�す菊井��。沢�の�が慕う理由に�

得。�当にためになりすぎて何時間でもお�を�いていら

れます。是�パートナーシップ�義開�してください�

※更�に�きがありましたこと�くお�び申し上げます。
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